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こ
の
街
で
。

こ
の
街
で
。

子
育
て
世
代
の
想
い

子
育
て
世
代
の
想
い

南城市の人口（前月比）　2015年3月末日（外国人登録含む）
【計】42,265人（-73） 【女】20,974人（-18） 【男】21,291人（-55） 【世帯数】15,850戸（+38）
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この街で。
子育て世代の想い

　

島
袋
元
和
さ
ん
家
族
（
写
真
）
は

大
城
区
の
集
合
住
宅
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
実
家
も
近
く
、
子
ど
も
を
両

親
に
預
け
た
り
と
、
地
域
で
助
け
合

う
今
の
暮
ら
し
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
こ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
５

年
前
ま
で
の
南
城
市
で
は
少
々
難
し

い
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
大
里
地

区
や
佐
敷
地
区
は
那
覇
広
域
都
市
計

画
の
中
で
開
発
が
極
度
に
抑
制
さ
れ
、

自
由
に
住
宅
や
集
合
住
宅
が
建
て
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
島
袋
さ
ん
も

一
時
期
は
区
外
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
当
時
、
大
城
区
に
集
合
住
宅
が

な
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
し
た
。

　

そ
こ
で
南
城
市
で
は
県
や
国
と
厳

し
い
交
渉
の
末
、
従
来
の
都
市
計
画

を
離
脱
し
、平
成
22
年
に
独
自
の
「
南

城
都
市
計
画
」
を
施
行
。
開
発
と
自

然
保
護
を
両
立
す
る
調
和
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
で
は
集
合
住
宅
等
の
建

設
が
続
い
て
お
り
、
南
城
に
住
み
た

く
て
も
住
め
な
か
っ
た
若
者
世
代
が

戻
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
街
に
住
み
、

こ
の
街
で
働
き
、

こ
の
街
で

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
た
ら
。

シリーズ
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戻
っ
て
く
る
若
者
世
代
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都
市
計
画
の
変
更
以
来
、
南
城
市

は
着
実
に
人
口
が
伸
び
て
い
ま
す
。

合
併
当
初
、
４
万
８
百
人
弱
だ
っ
た

人
口
は
、
現
在
、
４
万
２
千
人
を
突

破
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
的
に
は
少
子
化
や
東

京
一
極
集
中
に
よ
る
地
方
の
人
口
減

少
に
歯
止
め
が
掛
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

２
０
４
０
年
に
は
日
本
の
お
よ
そ
半

数
の
自
治
体
に
消
滅
の
恐
れ
が
あ
る

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
政
府
は
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、

２
０
６
０
年
に
国
の
人
口
１
億
人
を

確
保
す
る
「
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

今
後
５
年
間
の
「
総
合
戦
略
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
地
方
に
お
い
て
も「
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
地
方
版
総
合
戦
略
」

の
策
定
を
推
進
し
て
お
り
、
南
城
市

で
も
今
年
度
中
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

希
有
な
人
口
増
加
の
最
中
に
あ
る

沖
縄
県
で
も
、
２
０
２
５
年
を
ピ
ー

ク
に
人
口
減
少
に
転
じ
る
と
い
う
予

測
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
城
市
に
お

い
て
も
、
若
い
人
が
住
み
た
い
と
思

え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
喫
緊

の
課
題
な
の
で
す
。

　

シ
リ
ー
ズ
「
南
城
創
生
」
で
は
、

人
口
減
少
社
会
に
向
け
、
市
民
と
行

政
が
と
も
に
課
題
解
決
に
向
か
う
た

め
、
複
数
回
に
渡
っ
て
課
題
を
共
有

し
、
市
の
将
来
を
描
き
ま
す
。
南
城

市
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業
や

雇
用
を
創
出
し
、
若
い
世
代
・
子
や

孫
の
世
代
が
持
続
的
に
南
城
市
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
。

　

今
回
は
、
市
出
身
者
の
子
育
て
世

代
の
想
い
と
、
そ
れ
に
応
え
る
南
城

市
の
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

（人）

（年）

南城市の人口推移（各年 1月 1日前後）

40000

41000

42000

43000

H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18

次のページは・・・

南城市の子育て世代は何を課題と考えて
いるかなん？ また、南城市はどのような
政策を実施しているかなん？

人
口
減
少
社
会…

若
年
層
が
住
み
続
け
る
た
め
に

新企画シリーズ「南城創生」では今後、若者の定住、ムラヤーの活性化、
産業の創出など、地方創生に関連するテーマを不定期で特集します。



H28 創設／定員 60
（目取真区）

おひさま保育園

H28創設／定員 90
（目取真区）

木の国保育園

H29 増改築／定員 90
（目取真区）

※実質 30人定員増

松の実保育園

H29創設／定員 60
（つきしろ区）

みなみ保育園

H29創設／定員 60
（古堅区）

むぎの子共同保育園

H29 増改築／定員 60
（富里区）

※実質 32人定員増

どんぐり保育園

H29創設／定員 60
（愛地区）

船越第２保育園

H30創設／定員 60
（地区未定）

すみれ保育園

平成 27年 4月現在の
入所待ち児童数

平成 30年 4月までに

の実質定員増

保育所の施設整備で
認可化・定員増

219名

452名

■平成 28年以降に創設・増改築される認可保育園
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南
城
市
に
住
み
た
い

　

平
成
23
年
に
約
８
０
０
人
を
対
象

に
市
が
実
施
し
た
「
若
年
層
定
住
促

進
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

南
城
市
に
住
ん
で
い
る
お
よ
そ
82
％

の
方
が
「
住
み
続
け
た
い
」「
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
住
み
続
け
た
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
市
外
に
住
ん
で
い

る
出
身
者
に
お
い
て
は
「
住
み
た
い
」

「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
住
み
た
い
」
は

47
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
住
み

た
く
な
い
理
由
は
「
通
勤
・
通
学
が

不
便
」が
最
も
多
く
50
％
。
そ
の
後「
子

育
て
に
不
便
」「
買
い
物
に
不
便
」
と

続
き
ま
す
。
一
方
で
、
将
来
家
を
建

て
た
い
地
域
と
し
て
80
％
の
方
が「
南

城
市
」
と
答
え
、
暮
ら
し
の
快
適
さ

が
担
保
さ
れ
れ
ば
、
将
来
的
に
南
城

市
に
住
み
続
け
た
い
、
と
い
う
若
年

層
の
心
理
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

  

新
し
い
都
市
拠
点

「
通
勤
・
通
学
が
不
便
」
と
い
う
言
葉

の
背
景
に
は
様
々
な
要
素
を
は
ら
ん

で
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は
交
通
ア
ク
セ

ス
の
便
が
悪
い
と
い
う
点
、
も
う
ひ

と
つ
は
若
者
が
就
業
場
所
と
し
て
市

外
を
選
ん
で
い
る
と
い
う
点
で
す
。

　

交
通
ア
ク
セ
ス
の
不
便
さ
は
か
ね

て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
市
で
は
那
覇
空
港
自
動

車
道
に
連
結
す
る
高
規
格
道
路
「
南

部
東
道
路
」（
次
頁
地
図
）
の
建
設
を

推
進
。
完
成
す
れ
ば
、
知
念
地
区
か

ら
那
覇
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
30
分
圏
内

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
交
通
「
お
で
か

け
な
ん
じ
ぃ
」
の
実
証
運
行
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
電
話
で
乗
合

バ
ス
を
呼
び
出
し
、
市
内
の
ど
こ
ま

で
行
っ
て
も
３
０
０
円
と
い
う
新
交

待機児童ゼロへ

通勤・通学、子育て、買い物…
これらが便利になれば
南城市に住みたい！

■南城市に住み続けたいですか？
　（市内在住者へ質問）

はいはいどちらかと
いえばはい
どちらかと
いえばはい

■南城市に住みたいですか？
　（市外在住者の市出身者へ質問）

■将来どの地域に家を建てたい？

はいはい

南城市南城市

どちらかと
いえばはい
どちらかと
いえばはい



■小学校別児童数の増減と交通アクセスの改善
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通
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ
に
併
せ
、

市
で
は
南
部
東
道
路
整
備
後
の
新
た

な
交
通
体
系
の
再
編
を
見
据
え
た
調

査
を
進
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

都
市
計
画
の
変
更
後
、
商
業
施
設

の
進
出
な
ど
企
業
誘
致
も
進
み
、
雇

用
者
数
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
同
時
に
「
買
い
物
に
不
便
」

と
い
う
課
題
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
改
訂
予
定
の
「
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、

市
の
中
央
部
に
あ
た
る
南
部
東
道
路

の
佐
敷
・
玉
城
Ｉ
Ｃ
か
ら
つ
き
し
ろ

Ｉ
Ｃ
に
か
け
て
の
区
間
を
、
先
導
的

都
市
拠
点
と
定
め
、
産
業
や
商
業
集

積
を
誘
導
し
、
４
地
区
の
拠
点
と
も

連
携
し
相
互
の
発
展
を
図
る
方
針
で

す
。

  

達
成
せ
よ
！
待
機
児
童
ゼ
ロ

　

南
城
市
の
入
所
待
ち
児
童
数
は
２

１
９
名
と
な
っ
て
い
ま
す
（
今
年
４

月
１
日
現
在
）。
若
年
層
の
定
住
の
た

め
、
子
育
て
環
境
の
整
備
は
喫
緊
の

課
題
で
す
。
合
併
以
来
、
公
立
保
育

所
の
民
営
化
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
入

所
定
員
を
２
４
５
名
拡
充
し
ま
し
た
。

現
在
は
認
可
外
保
育
施
設
の
整
備
と

認
可
化
を
支
援
し
、
平
成
30
年
ま
で

に
更
に
約
４
５
０
名
分
の
定
員
を
拡

充
し
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
す

る
予
定
で
す
。

  

共
栄
の
南
城
市
へ

　

若
年
層
の
流
出
、
産
業
の
停
滞
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
力
低
下
、

市
の
財
政
基
盤
の
悪
化
な
ど
、
様
々

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち

は
合
併
し
ま
し
た
。
都
市
計
画
を
独

自
に
策
定
し
、
今
よ
う
や
く
成
果
が

現
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
上
図
に
示
す
よ
う
に
、
都

市
計
画
の
変
更
を
経
て
大
里
な
ど
西

側
に
お
け
る
小
学
校
の
児
童
生
徒
数

が
伸
び
る
一
方
、
百
名
・
知
念
な
ど

東
側
で
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

域
内
で
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
ま
ち
づ
く

り
は
途
上
段
階
と
言
え
ま
す
。
市
の

地
理
的
中
心
地
に
新
庁
舎
を
建
設
し
、

中
核
地
を
形
成
す
る
こ
と
は
東
側
の

若
者
流
出
を
く
い
止
め
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
中
核
地
と
４

地
区
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
公
共
交
通

で
つ
な
ぎ
、
そ
の
周
辺
に
展
開
す
る

ム
ラ
ヤ
ー
（
自
治
公
民
館
）
を
中
心

と
し
た
地
域
力
の
向
上
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
一
極
集
中
で
は
な
く
、
市

全
体
と
し
て
調
和
の
と
れ
た
共
栄
の

ま
ち
の
実
現
に
向
け
、
市
で
は
諸
施

策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

シリーズ
































